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「ラジカル」とは電子が一つだけ孤立した状態で存
在する分子のことを指す。電子が二つでペアになら
なければ分子は通常非常に不安定であり、すぐに酸
素など他の分子と反応を起こすためラジカル種は取
扱いの難しい化学種である。しかし、ラジカル種は
磁気応答性をはじめ、近赤外吸収や発光といった光
学特性、さらに容易な酸化還元特性を利用した電子
移動反応など様々な用途への応用が可能であるため、
空気下でも安定に取り扱えるラジカル種の開発は重
要な研究の一つとなっている。

我々は、アントラセン(Ant)と呼ばれる骨格をメチ
ル基に三つ導入したTAntMラジカルの合成に成功し、
空気下でも一か月以上目立った分解が進行しない高安
定性、1000 nmに届く近赤外吸収と高い酸化還元
能を示すことを明らかにした。さらにAnt上の置換基
を変更することで二量体を形成し、その固体をすり潰
すことで黄色→緑濃色へと変化して容易に単量体ラ
ジカルを生成する刺激応答性を示すこともわかった。

特徴・独自性

高い安定性、近赤外まで届く幅広い光吸収特性とそ
の酸化還元能を活かした有機太陽電池素子や近赤外発
光材料としての利用や、動的核偏極法を用いたNMR測
定の偏極剤としての利用が考えられる。また、刺激応答
性による色の変化を利用したセンサーや損傷部分が小さ
くても一目でわかる素材開発などへの展開も期待できる。

研究の先に見据えるビジョン
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